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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第134期

第２四半期累計期間
第135期

第２四半期累計期間
第134期

会計期間
自  平成22年12月１日
至  平成23年５月31日

自  平成23年12月１日
至  平成24年５月31日

自  平成22年12月１日
至  平成23年11月30日

売上高 (千円) 2,234,595 2,693,910 4,762,374

経常利益又は経常損失（△） (千円) △131,210 128,675 △36,784

四半期純利益又は四半期（当
期）純損失（△）

(千円) △89,550 83,042 △49,527

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) - - -

資本金 (千円) 3,455,000 3,455,000 3,455,000

発行済株式総数 (千株) 5,856 5,856 5,856

純資産額 (千円) 7,927,366 8,038,794 7,964,842

総資産額 (千円) 10,975,694 11,032,981 11,156,892

１株当たり四半期純利益又は１
株当たり四半期(当期)純損失
（△）

(円) △15.41 14.29 △8.52

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) - - -

１株当たり配当額 (円) 0.00 0.00 5.00

自己資本比率 (％) 72.2 72.9 71.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △9,826 370,998 384,488

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △4,986 △23,028 △31,136

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △28,844 △229,221 △29,275

現金及び現金同等物の
四半期（期末）残高

(千円) 616,836 1,103,319 984,571

　

回次
第134期

第２四半期会計期間
第135期

第２四半期会計期間

会計期間
自  平成23年３月１日
至  平成23年５月31日

自  平成24年３月１日
至  平成24年５月31日

１株当たり四半期純利益又は１
株当たり四半期純損失（△）

(円) △10.49 10.26

　（注） 1  売上高には、消費税及び地方消費税は含まれておりません。

         2  潜在株式がないため、潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益の記載は行ってお

            りません。

         3  四半期連結財務諸表を作成していないため、連結会計年度に係る主要な経営指標等の記載

            は行っておりません。

      　 4  持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため、該当事項はありませ

　　　　　　ん。
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２ 【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は、前事

業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析 　

当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災の影響による景気停滞から、復興需要に

より回復の兆しが見えてきたものの、欧州の財政危機による世界経済の減速や円高の長期化などにより、

所得環境及び雇用情勢は引続き厳しい状況で推移し、先行きは未だ不透明な状況であります。　 

　このような状況のもと、当第２四半期累計期間の売上高は、2,693,910千円（前年同四半期比20.6％増）

となりました。 

　販売費及び一般管理費は1,673,126千円（前年同四半期比3.6％増）となり、営業利益は128,188千円

（前年同四半期は131,749千円の営業損失）、経常利益は128,675千円（前年同四半期は131,210千円の経

常損失）となりました。 

　この結果、当第２四半期累計期間の四半期純利益は83,042千円（前年同四半期は89,550千円の四半期純

損失）となりました。 

　なお、当社が営むホテル業は、第４四半期に宴会（婚礼）需要が強く、売上高が多く計上される傾向があ

ります。 

 

　なお、セグメント別の業績は以下のとおりであります。

（ホテル事業）

　ホテル事業の当第２四半期累計期間の業績は、売上高2,668,388千円（前年同四半期比20.9％増）、営業

利益118,191千円（前年同四半期は144,545千円の営業損失）となりました。

　なお、主な部門別の売上高は、宿泊部門551,848千円（前年同四半期比26.6％増）、レストラン部門

719,714千円（前年同四半期比22.0％増）、宴会部門1,182,609千円（前年同四半期比20.3％増）となり

ました。

（不動産賃貸事業）

　不動産賃貸事業の当第２四半期累計期間の業績は、売上高25,522千円（前年同四半期比10.1％減）、営

業利益9,997千円（前年同四半期比21.9％減）となりました。
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（2）財政状態の分析 　

（資産）

資産合計は11,032,981千円（前事業年度末比123,911千円減）となりました。 

主な要因は現金及び預金118,748千円の増加や、売掛金25,788千円の減少、有形固定資産186,939千円

の減少などであります。

（負債）

負債合計は2,994,186千円（前事業年度末比197,864千円減）となりました。 

主な要因は短期借入金200,000千円の減少や、未払法人税等131,000千円の増加、繰延税金負債

102,834千円の減少などであります。

　
（純資産）

純資産合計は8,038,794千円（前事業年度末比73,952千円増）となりました。 

主な要因は利益剰余金53,992千円の増加や、土地再評価差額金21,604千円の増加などであります。

　
（3）キャッシュ・フローの状況　

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比

べ118,748千円増加し、1,103,319千円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業収入2,765,902千円、原材料又は商品の仕入れによる支出959,935千円、人件費の支出754,333

千円、その他の営業支出668,452千円などにより営業活動によるキャッシュ・フローは370,998千円

の収入（前年同期は9,826千円の支出）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

有形固定資産の取得による支出20,868千円や無形固定資産の取得による支出3,360千円により投

資活動によるキャッシュ・フローは23,028千円の支出（前年同期比18,042千円の支出増加）となり

ました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

短期借入金の純支出200,000千円や配当金の支払額28,631千円などにより財務活動によるキャッ

シュ・フローは229,221千円の支出（前年同期比200,376千円の支出増加）となりました。

　
（4）事業上及び財政上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において当社が対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題はあ

りません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 23,000,000

計 23,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年７月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,856,400 5,856,400
大阪証券取引所
JASDAQ

（スタンダード）

単元株式数
1,000株

計 5,856,400 5,856,400― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年３月１日～
平成24年５月31日

- 5,856,400 - 3,455,000 - 3,363,010
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(6) 【大株主の状況】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年５月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

原　　　範　行 横浜市中区 431 7.36

株式会社横浜銀行
（常任代理人　資産管理サービス
信託銀行株式会社）

横浜市西区みなとみらい3-1-1
（東京都中央区晴海1丁目8-12　晴海アイラン
ドトリトンスクエアオフィスタワーＺ棟）

285 4.87

清水建設株式会社 東京都港区芝浦1-2-3 235 4.01

東日本旅客鉄道株式会社 東京都渋谷区代々木2-2-2 219 3.73

野　村　弘　光 横浜市中区 216 3.69

榊　原　三　郎 横浜市中区 212 3.61

株式会社フォーシスアンドカン
パニー

東京都渋谷区神宮前6丁目25-14　神宮前メ
ディアスクエアビル4階

182 3.10

麒麟麦酒株式会社 東京都中央区新川2-10-1 165 2.81

上野興産株式会社 横浜市中区山下町46 164 2.80

セコム株式会社 東京都渋谷区神宮前1-5-1 160 2.73

計 ― 2,270 38.77

(注)  所有株式数は千株未満を切り捨てて表示しております。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式普通株式 47,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

5,717,000
5,717同上

単元未満株式 普通株式 92,400 ― 同上

発行済株式総数 5,856,400― ―

総株主の議決権 ― 5,717 ―

(注)  「単元未満株式」の中には当社所有の自己株式608株が含まれております。
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② 【自己株式等】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社
ホテル、ニューグランド

横浜市中区山下町10 47,000 - 47,000 0.80

計 ― 47,000 - 47,000 0.80

(注)  当第２四半期会計期間末日現在の当社所有の自己株式は47,608株であります。

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間までの役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成24年３月１日から

平成24年５月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成23年12月１日から平成24年５月31日まで)に係る四

半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成23年11月30日)

当第２四半期会計期間
(平成24年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 984,571 1,103,319

売掛金 222,682 196,893

原材料及び貯蔵品 75,873 75,063

繰延税金資産 53,183 36,007

その他 34,923 25,200

貸倒引当金 △380 △330

流動資産合計 1,370,854 1,436,154

固定資産

有形固定資産

建物 9,128,305 9,128,305

減価償却累計額 △3,327,720 △3,415,087

建物（純額） 5,800,585 5,713,218

土地 2,975,845 2,975,845

その他 6,577,138 6,586,898

減価償却累計額 △5,785,671 △5,907,079

その他（純額） 791,467 679,819

建設仮勘定 － 12,075

有形固定資産合計 9,567,898 9,380,958

無形固定資産 54,640 55,598

投資その他の資産 163,499 160,270

固定資産合計 9,786,038 9,596,826

資産合計 11,156,892 11,032,981

負債の部

流動負債

買掛金 355,448 332,309

短期借入金 400,000 200,000

未払法人税等 11,500 142,500

未払賞与 68,700 88,400

前受金 173,611 170,992

ポイント引当金 2,388 2,224

災害損失引当金 23,506 23,506

その他 257,283 224,993

流動負債合計 1,292,437 1,184,926

固定負債

退職給付引当金 654,791 691,061

役員退職慰労引当金 121,705 125,505

繰延税金負債 163,581 60,746

再評価に係る繰延税金負債 668,704 647,099

その他 290,830 284,848

固定負債合計 1,899,612 1,809,259

負債合計 3,192,050 2,994,186
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(単位：千円)

前事業年度
(平成23年11月30日)

当第２四半期会計期間
(平成24年５月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,455,000 3,455,000

資本剰余金 3,363,010 3,363,010

利益剰余金 741,384 795,377

自己株式 △23,044 △23,485

株主資本合計 7,536,350 7,589,902

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △3,606 △4,810

土地再評価差額金 432,098 453,703

評価・換算差額等合計 428,491 448,892

純資産合計 7,964,842 8,038,794

負債純資産合計 11,156,892 11,032,981
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(2)【四半期損益計算書】
　【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成22年12月１日
 至 平成23年５月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成23年12月１日
 至 平成24年５月31日)

売上高 ※1
 2,234,595

※1
 2,693,910

売上原価 750,623 892,595

売上総利益 1,483,971 1,801,315

販売費及び一般管理費 ※2
 1,615,721

※2
 1,673,126

営業利益又は営業損失（△） △131,749 128,188

営業外収益

受取利息 45 84

受取配当金 1,217 1,217

受取保険金 867 384

その他 1,127 418

営業外収益合計 3,257 2,104

営業外費用

支払利息 2,668 1,469

その他 50 148

営業外費用合計 2,718 1,617

経常利益又は経常損失（△） △131,210 128,675

特別損失

災害による損失 16,160 －

その他 1,860 －

特別損失合計 18,020 －

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △149,230 128,675

法人税、住民税及び事業税 1,894 131,097

法人税等調整額 △61,574 △85,464

法人税等合計 △59,680 45,632

四半期純利益又は四半期純損失（△） △89,550 83,042
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成22年12月１日
 至 平成23年５月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成23年12月１日
 至 平成24年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

営業収入 2,347,714 2,765,902

原材料又は商品の仕入れによる支出 △878,324 △959,935

人件費の支出 △806,838 △754,333

その他の営業支出 △659,784 △668,452

小計 2,766 383,181

利息及び配当金の受取額 1,262 1,302

利息の支払額 △1,436 △1,354

法人税等の支払額 △12,419 △11,439

災害損失の支払額 － △690

営業活動によるキャッシュ・フロー △9,826 370,998

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △11,669 △20,868

無形固定資産の取得による支出 － △3,360

その他 6,683 1,200

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,986 △23,028

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 100,000 40,000

短期借入金の返済による支出 △100,000 △240,000

配当金の支払額 △29,061 △28,631

その他 216 △589

財務活動によるキャッシュ・フロー △28,844 △229,221

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △43,657 118,748

現金及び現金同等物の期首残高 660,494 984,571

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 616,836

※
 1,103,319
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【追加情報】

　
当第２四半期累計期間

(自  平成23年12月１日  至  平成24年５月31日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

（法人税率の変更等による影響）

　「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法

律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置

法」（平成23年法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する事業年度から法

人税率の引下げ及び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。

　これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用される法定実効税率は、従来の40.6％から、平成24年12

月１日に開始する事業年度から平成26年12月１日に開始する事業年度に解消が見込まれる一時差異については

38.0％に、平成27年12月１日に開始する事業年度以降に解消が見込まれる一時差異については35.6％となります。

　この税率変更により、再評価に係る繰延税金負債が21,604千円減少し、土地再評価差額金が同額増加しておりま

す。また、繰延税金負債の金額（繰延税金資産の金額を控除した金額）が10,448千円減少し、その他有価証券評価

差額金が373千円減少し、法人税等調整額（貸方）が10,822千円増加しております。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

特記すべき事項はありません。　

　

(四半期損益計算書関係)

※１　売上高の季節的変動

前第２四半期累計期間（自　平成22年12月１日　至　平成23年５月31日）及び当第２四半期累計期間

（自　平成23年12月１日　至　平成24年５月31日）

当社が営むホテル業は、第４四半期に宴会（婚礼）需要が強く、売上高が多く計上される傾向がありま

す。　

　
※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 前第２四半期累計期間 　 当第２四半期累計期間 　
　 　 　 (自 平成22年12月１日　 (自 平成23年12月１日　
　 　 　  至 平成23年５月31日)　  至 平成24年５月31日)　

　　人件費　　　　　　　　　　　　　　　 631,227千円                         667,330千円

　　退職給付費用　　　　　　　　　　　　  85,066千円　　　　　　　　　　　　　73,945千円

　　役員退職慰労引当金繰入額               4,549千円　　　　　　　　　　　　　 4,599千円

　　減価償却費　　　　　　　　　　　　　 212,231千円　　　　　　　　　　　　 208,775千円

　　水道光熱費　　　　　　　　　　　　 　108,653千円　　　　　　　　　　　　 129,311千円

　　業務委託費　　　　　　　　　　　　　 125,355千円　　　　　　　　　　　　 121,590千円

　　販売手数料　　　　　　　　　　　　　　80,291千円　　　　　　　　　　　　 101,737千円　
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 前第２四半期累計期間 　 当第２四半期累計期間 　
　 　 　 (自 平成22年12月１日　 (自 平成23年12月１日　
　 　 　  至 平成23年５月31日)　  至 平成24年５月31日)　

　

　　現金及び預金　　　　　　　　　　　   616,836千円                       1,103,319千円

    現金及び現金同等物                   616,836千円　　　　　　　　　　　 1,103,319千円

　
(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自  平成22年12月１日  至  平成23年５月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年２月24日
定時株主総会

普通株式 29,061 5.00平成22年11月30日 平成23年２月25日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。　

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第２四半期累計期間(自  平成23年12月１日  至  平成24年５月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年２月23日
定時株主総会

普通株式 29,050 5.00平成23年11月30日 平成24年２月24日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期累計期間(自  平成22年12月１日  至  平成23年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　

報告セグメント

調整額
四半期損益計算
書計上額（注）ホテル事業 不動産賃貸事業 計

売上高 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 2,206,21928,3752,234,595 - 2,234,595

　 　 　 　 　 　

　セグメント間の内部売上高
- - - - -

　又は振替高

計 2,206,21928,3752,234,595 - 2,234,595

セグメント利益又は損失（△） △144,545 12,795△131,749 - △131,749

(注)  セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業損失（△）と一致しております。

　

Ⅱ  当第２四半期累計期間(自  平成23年12月１日  至  平成24年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　

報告セグメント

調整額
四半期損益計算
書計上額（注）ホテル事業 不動産賃貸事業 計

売上高 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 2,668,38825,5222,693,910 - 2,693,910

　 　 　 　 　 　

　セグメント間の内部売上高
- - - - -

　又は振替高

計 2,668,38825,5222,693,910 - 2,693,910

セグメント利益 118,191 9,997 128,188 - 128,188

(注)  セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年５月31日)

当第２四半期累計期間
(自  平成23年12月１日
至  平成24年５月31日)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失
（△）

△15円41銭 14円29銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益又は四半期純損失（△）(千円) △89,550 83,042

    普通株主に帰属しない金額(千円) - -

    普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失　
   （△）(千円)

△89,550 83,042

    普通株式の期中平均株式数(株) 5,811,811 5,809,583

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年７月13日

株式会社ホテル、ニューグランド

取締役会  御中

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    安    田    弘    幸    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    大    和    哲    夫    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ホテル、ニューグランドの平成23年12月１日から平成24年11月30日までの第135期事業年度の第２四半期

会計期間(平成24年３月１日から平成24年５月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成23年12月１日から平
成24年５月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッ
シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ホテル、ニューグランドの平成24年５月31日現
在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を
適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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